
1

事業名

1

事業名

担当課

目的
対策内容や実施時期を定めた「茨木市下水道ストックマネジメント計画」に基づき、
対策事業を実施する。

下水道施設課

方向性

R6 継続

内容

R7 継続

R8 継続

R9 継続

R10

6-1-1

継続

下水道管、マンホール、マンホール蓋の点検、調査、改築設計、工事を行う。

下水道施設（管渠）改良事業（ハード）

目的
公共用水域の水質保全、水洗化による公衆衛生の向上に資するため、浄化槽処理促進
区域内における合併処理浄化槽の整備を行う。

下水道施設課

方向性

R6 継続

合併処理浄化槽整備事業6-1-1

内容

R7 継続

R8 継続

R9 継続

R10

合併処理浄化槽の設計及び工事を行う。

3

担当課

目的
公共用水域の水質保全、水洗化による公衆衛生の向上に資するため、公共下水道計画
区域内における公共下水道（汚水）の整備を行う。

下水道施設課

方向性

R6 継続

内容

6-1-1

R7 継続

R8 継続

R9 継続

R10 継続

公共下水道整備事業（汚水）

管路施設（汚水）の設計及び工事を行う。

継続

2

事業名 担当課

3
施策の
方向性

大気・水環境等の環境監視による環境の把握に努めるとともに、事業者に対する指導や公共下水
道・公設浄化槽の整備による環境の保全対策を進めます。また、環境美化や路上喫煙防止などにつ
いての意識啓発を進め、市民一人ひとりのマナーが向上し、いごこちの良い生活環境を保ちます。

1　施策の概要

施　策 6-1 いごこちの良い生活環境をたもつ

3 6 11 12 142
対応する
SDGs

6-1-3 快適環境の保全

２　新規・拡充事業等

4 取組

6-1-1 健康に過ごすことができる生活環境の保全

6-1-2 新たな環境課題への対応
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２　新規・拡充事業等

4

事業名 担当課

目的
電気・機械設備の更新計画等を含めた「茨木市下水道ストックマネジメント計画」に
基づき、3ポンプ場（中央・大池・安威）の対策事業を実施する。また中央ポンプ場の
建替えによる再整備を行う。

R6 継続

内容
①設備機器の点検、調査、更新設計、工事を行う。
②中央ポンプ場再整備の検討、設計、工事を行う。

R7 継続

R8 継続

R10 継続

下水道施設課

方向性

R9 継続

6-1-1 下水道施設（ポンプ場）改良事業（ハード）

5

事業名 6-1-1 デザインマンホール設置等事業 担当課

目的
下水道事業への理解・認知の促進に資するため、デザインマンホールの設置等を行
う。

下水道総務課

方向性

R6 継続

内容
ダムパークいばきたの吊り橋等の観光資源をモチーフとしたデザインマンホールの設
置及び、マンホールカード作成・配付を行う。

R7 継続

R8 継続

R9 継続

R10 継続
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1

3

接道緑化及び壁面緑化を対象として、民有地緑化助成事業を実施する。

保存樹制度の周知・活用

民有地緑化助成事業

①緑の相談を実施する。
②緑の勉強会を実施する。
③バラ剪定講習会を実施する。
④バラ栽培管理講座を実施する。
⑤花と緑の街角づくり推進事業を実施する。

市のホームページへの掲載や観光団体と連携して制度の周知を図るとともに、老木化
した保存樹について対象樹木を精査しながら健全度調査の実施を検討する。

事業名 担当課

目的
都市緑化推進のためには、公共空間の緑化とともに民有地の緑化が必要であり、市民
や事業者が利用しやすい助成制度とすることで事業効果を高め、市民による緑のまち
づくりの促進を図る。

公園緑地課

方向性

R6 継続

内容

R7 継続

R8 継続

R9 継続

R10

6-2-1

継続

継続

2

事業名 担当課

目的

地域緑化の推進のため、市民による緑化活動を支援するとともに、緑化意識の向上や
緑化技術・知識の普及を行い、市民主体の緑化活動を促進する。
また、市の花であるバラの栽培管理技術を普及し、市民によるバラ普及活動の活性化
を目指す。

公園緑地課

方向性

R6 継続

緑化技術等普及事業6-2-1

内容

R7 継続

R8 継続

R9 継続

R10

1

事業名 担当課

目的
良好な都市環境を確保するため、市街地等の美観・風致を維持する樹木等を指定する
制度であり、制度の周知、活用を進めるとともに、新たな支援策を検討する。

農林課

方向性

R6 継続

内容

6-2-1

R7 継続

R8 継続

R9 継続

R10 継続

3
施策の
方向性

みどりを育む取組や生態系への配慮を推進するとともに、身近な「まちの緑」「農地」「里山」
「水辺」を保全し、自然とふれあう機会の創出に取り組み、人の生活と自然とのバランスのとれた
自然環境を創ります。

1　施策の概要

施　策 6-2 バランスのとれた自然環境をつくる

6 13 152
対応する
SDGs

6-2-3 生物多様性の保全

２　新規・拡充事業等

4 取組

6-2-1 都市とみどりの共存

6-2-2 自然資源の利用の推進
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２　新規・拡充事業等

6-2-2

緑の基本計画改定事業

優良農地復元化事業

環境保全型農業推進事業

森林環境サポーター養成講座を６月から12月の期間で開講し、講座終了後に受講生の
森林整備ボランティア団体への加入を促進する。

市民参加型森林保全事業

林業振興事業

6-2-2

6-2-2

6-2-1

4

事業名

8

事業名

5

事業名

6

事業名

担当課

目的 緑化の推進を図るとともに、都市公園・児童遊園等のさらなる利活用を進める。

公園緑地課

方向性

R6 新規

内容

－

アンケート等による市民意見徴取、学識経験者等からの意見聴取を行い、令和７年度
の計画改定をめざす。

R7 完了

R8 －

R9 －

R10

担当課

目的
担い手の高齢化や後継者不足等により今後増加が予測される耕作放棄地を解消し、農
業生産活動の活性化や、農地の持つ多様な機能の発揮を図る。

農林課

方向性

R6

R7 継続

R8 継続

R9 継続

農家や新たな担い手等が市内の耕作放棄地を優良農地に復元または、復元した土地の
土壌改良を行う取組に対し、助成を行う。

継続

内容

R10 継続

7

事業名 担当課

目的
森林に関する基礎知識や整備技術を習得した市民ボランティアを育成することで、森
林整備ボランティア団体の活性化につなげ、市民参加による森林保全を推進する。

農林課

方向性

R6 継続

内容

R7 継続

R8 継続

R9 継続

R10 継続

6-2-2

農林課

方向性

R6

R7 継続

R8 継続

担当課

目的
森林整備ボランティア団体の活動も含め、森林整備事業に対する支援や補助を行うこ
とにより、森林の整備や保全活動を促進するとともに、森林整備の担い手育成を図
る。

R9 継続

①造林や保育などの森林整備に対する事業補助や森林整備ボランティア団体へのを補
助事業を行う。
②市内森林に関する予備調査の結果を基に森林経営計画策定の促進や防災人工林の整
備等を行う。

継続

内容

R10 継続

担当課

目的
生産性・収益性の高い作物の奨励や栽培技術、営農指導を行い、エコ農産物の栽培や
環境に配慮した環境保全型農業を推進することにより、市民に安心・安全な農産物を
供給し、地産地消を推進する。

R6 継続

内容
エコ農産物の栽培支援や有機性資源を活用した土づくりに対する支援を行う。
また、農業祭や広報誌等を活用し、生産・販売しているエコ農産物の情報を発信す
る。

R7 継続

R8 継続

R10 継続

農林課

方向性

R9 継続

67



２　新規・拡充事業等

9

事業名 6-2-3 アルゼンチンアリへの対応 担当課

目的
生態系等に多面的な被害をもたらす特定外来生物であるアルゼンチンアリの防除を行
い、環境の保全に取り組む。

環境政策課

方向性

R6 継続

内容
市域に侵入した特定外来生物であるアルゼンチンアリへの対応を図るため、生息状況
の調査及び防除の取組を行う。

R7 継続

R8 継続

R9 継続

R10 継続
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1

－

R9 －

R10 －

1

事業名 6-3-1 環境基本計画の策定等 担当課

目的 環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ長期的に推進する。

環境政策課

方向性

R6 完了

内容
自然環境や生活環境等の保全・創造に関する施策を推進するため、現状分析や方向性
の検討等を踏まえ、次期の環境基本計画を策定する。

R7 －

R8

２　新規・拡充事業等

4 取組

6-3-1 省エネルギーの実践及び普及啓発

6-3-2 再生可能エネルギー・省エネルギー設備の導入促進

3
施策の
方向性

市が率先して省エネルギー対策を行うとともに、市民や事業者と連携して、再生可能エネルギーの
利用促進や省エネルギーの推進に努めます。また、情報交換の場を通じて様々な主体が連携し、新
たな取組の輪を広げ、ライフスタイルの見直しで低炭素なまちをめざします。

1　施策の概要

施　策 6-3 ライフスタイルの見直しで低炭素なまちをめざす

7 12 13 172
対応する
SDGs

R9 継続

R10 －

R8 －

R9 －

①「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」であるデコ活アクション
および脱炭素に関する市の取組事業の周知を行う。
②デコ活促進の一環として、再エネ電力導入奨励金を創設する。

R7 継続

R8 継続

R10 継続

担当課

庁舎の省エネルギー化を推進するため、年次的にＬＥＤ照明設備等を導入する。

総務課

方向性

R6 完了

R7 －

担当課

目的 市民の脱炭素に対する取組意識の向上や環境に配慮した行動変容を促す。

環境政策課

方向性

R6 新規

デコ活アクションの促進6-3-1事業名

内容

6-3-2

2

3

事業名

内容

目的

庁舎へのＬＥＤ導入事業

合同庁舎１階から７階の1,724本及び上中条分室１階から３階の202本の照明をＬＥＤ
照明に改修する。
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２　新規・拡充事業等

R8 継続

R10 継続

R9 継続

担当課

R6 新規

環境政策課

方向性

6-3-2 脱炭素プラットフォームの構築

R7 継続

事業者、市民団体が参加するセミナーやワークショップを継続的に開催し、事業者等
間の連携創出や参加者間の協力・協働による脱炭素取組促進につながるプラット
フォームを構築する。

4

事業名

内容

目的 市内事業者・市民協働による脱炭素取組を促進する。
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1

２　新規・拡充事業等

4 取組

6-4-1 減量化の推進

6-4-2 再資源化の推進

6-4-3 適正処理の推進

担当課6-4-3

次期一般廃棄物処理基本計画策定事業

災害廃棄物処理計画見直し事業

臨時拡充

R9 －

R10 －

R8 継続

R9 継続

R10 継続

①令和６年度は、発災後すぐに必要とされる災害用トイレの確保について検討する。
②令和８年度は、水害の想定災害変更に伴う所要の見直しや災害時に仮置場の設置が
円滑にできるよう、レイアウト案の作成を検討する。

担当課

3
施策の
方向性

資源の循環とごみの減量化を図るため、新たな分別品目の追加検討を行うとともに、市民等への意
識啓発に努めるほか、処理施設については、広域処理に向けて計画的に長寿命化工事に取り組みま
す。
また、市民、事業者は、ごみの発生抑制、再資源化に努め、きちんとした分別で資源の循環を進め
ます。

6-4-1

R7 完了

R8 －
①令和６年度は、ごみの組成調査、市民へのアンケート調査、プラスチック分別回収
にかかる調査研究等の基礎調査を実施する。
②令和７年度は、審議会に諮問ののち、作成した計画案を審議し、パブリックコメン
ト、審議会の答申を経た上で、市において次期計画を策定する。

事業者と連携し、市庁舎内に回収箱を設置して使用済インクカートリッジを回収す
る。

国内外の主な動向や、現行計画における成果及び各々の取組の進捗状況を踏まえ、次
期計画においても新たなごみ減量の目標値及び目標達成に向けた取組内容等を設定す
る。また、市民・事業者・市がそれぞれの役割において、さらに積極的に取組を推進
し、持続可能な未来を目指す。

資源循環課

方向性

R6

1　施策の概要

施　策 6-4 きちんと分別で資源の循環をすすめる

7 12 132
対応する
SDGs

R10 継続

2

事業名 担当課

目的
使用済インクカートリッジを回収し再資源化することで、プラスチックごみ削減及び
資源循環を推進する。

資源循環課

方向性

R6 新規

使用済インクカートリッジの回収6-4-2

内容

R7 継続

R7 継続

R8 臨時拡充

R9 継続

水害の想定最大規模の変更に伴い、廃棄物発生量の増大に対応するため、災害廃棄物
処理計画を見直し、災害廃棄物処理体制のさらなる整備を進める。

資源循環課

方向性

R6 臨時拡充

3

事業名

1

事業名

目的

内容

内容

目的
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